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老朽家屋（空き家を含む）の推移
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老朽家屋（空き家を含む）の推移 

 

 令和５年度、実態調査の結果、１、６７６棟の老朽家屋（空き家を含む）を確認しまし

た。そのうち、危険性の高い老朽家屋（空き家を含む）２７２棟を「A判定」（※1）、今後「A

判定」になり得る家屋１,４０４棟を「B判定」（※2）と認め、優先的に改善するように努め

ております。 

  
(※1) A判定：倒壊や建築材等の飛散など危険が切迫しており、緊急度が高い危険家屋 

(※2) B判定：建物の傷みや敷地の管理が不足しており危険家屋となりうる状況にある老朽家屋 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

   

 

 

令和５年度時点に１,６７６棟あった「A判定」と「B判定」の老朽家屋（空き家を含む）

は、令和８年８月末時点で２７７棟が改善され、残り１,３９９棟まで減少しております。 
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